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超スマート社会とは，サイバー空間と現実世界（フィジ
カル空間）が高度に融合した社会で，“ソサエティ 5.0”とし
て政府によって提唱された。“超スマート社会では，一人
一人に，必要なサービスを，必要な時に，必要な形で提供
し，一人一人にとって安全かつスマートな生活となるよう
に社会全体での最適化を目指す”と内閣府の公開資料で説
明されている。情報の所有・分析の効率性を追求してきた
情報化社会（ソサエティ 4.0）からの延長であるが，“人間中
心社会”を目指しているという点で大きく進化している。

超スマート社会を実現するために，どのような分野でど
のような技術開発が重要かについては，多方面で詳しく論
じられているが，超スマート社会の実現に向けた研究開発
のあり方についてはあまり議論されていないように感じ
る。どのような研究体制，どのような研究アプローチが超
スマート社会の実現のために有効であるかを議論すること
が重要である。

高度経済成長時代，すなわち物づくり全盛時代では，製
品の目標スペックが明確（例えば，省エネルギーや小型化）
で，その目標が実現できれば市場を押さえることができる
という担保があった。それゆえ，全員が同じ目標に向かっ
て一糸乱れず研究開発に取り組むトップダウンの指示系統
での研究開発体制が有効であった。情報化社会でも，通信
がいつでもどこでもつながるためには“標準化”が必要な
ので，物づくり時代と同じ研究開発体制が適していたと
言える。

しかし，超スマート社会は“人間中心社会”である。言う
までもなく，人は一人一人価値観や考え方が異なる。ある
サービスはある人には有用でも別の人には無用，さらには
不快なケースも当然あり得る。人間中心社会では，単一種
類のサービスではなく，多様なサービス実現のための研究
開発体制でなければならない。この場合，複数のチームが
個々の目標を掲げ，全体として多様なサービスを生み出す
ボトムアップな研究開発体制が適している。

超スマート社会では，新たな価値の創造が重要視されて
いるが，そのためには，異分野の研究者・技術者間での連
携が必須である。物づくりでは，個々の部品の組合せとい
う点で，各々独立な縦割り組織での研究開発が適していた
が，価値創造のためには，縦割り組織では連携が十分機能
せず，むしろ価値創造の障壁になる。新たな価値創造を目
指す超スマート社会の実現には異分野連携を促進するため
に組織の壁の撤廃が必須と言える。

異分野連携の成功事例として，グーグル傘下の英国
ディープマインド社が開発したアルファ碁が著名である。
二人零和有限確定完全情報ゲームの中では囲碁が最も難し
いとされ，当時，コンピュータ将棋はプロ棋士を負かして
いたが，コンピュータ囲碁は今後10年人間には勝てない
と言われていた。にもかかわらず，アルファ碁は，世界
チャンピオンに勝利して世界を驚嘆させた。ゲーム理論分
野では，探索をいかに効率化するかに主眼をおいて研究し
ていたが，アルファ碁ではAI（Artificial Intelligence）的
アプローチ，すなわち，コンピュータ同士で対戦させ，よ
り良い手を“学習”させるというアプローチを取り入れるこ
とで偉業を成し遂げた。まさに異分野連携の賜物（たまも
の）である。

また，超スマート社会を実現するにはどのような価値創
造を目指すのかを十分議論し，その目的を実現するための
目的指向型の研究開発のアプローチが必要である。マグロ
を釣るために釣りざおの材質の基礎研究に終始していても
マグロは一匹も釣れない。マグロを釣るには海に出なけれ
ばならない。新技術の研究開発だけにこだわらず，既存の
技術も含め，今までに用いられていないデータ，技術，考
え方が新たな価値創造の源泉になる。

組織や分野の壁を撤廃し，対象とする当該分野でこれま
で交流があまりなかった分野の研究者・技術者が一丸とな
り，互いの発想を生かした革新的な成果を創出できる研究
開発体制が超スマート社会（ソサエティ 5.0）での成功の鍵
になる。
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